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は
じ
め
に

唐
汝
詢
撰
『
唐
詩
解
』
五
十
巻
に
は
、
主
に
三
つ
の
版
本
が
あ
る
。
最
も
早
い
刊
本
は
万
暦
乙
卯
序
、
一
六
一
五
年
、
三
衢
兪
夢
熊

秀
山
氏
梓
行（
１
））。
万
笈
堂
本
は
順
治
己
亥
序
、
一
六
五
九
年
、
武
林
趙
孟
龍
重
刻
。
三
版
は
、
雲
間
呉
綏
眉
の
訟
懿
藏
本
、
即
ち
『
刪
訂

唐
詩
解
』、
康
煕
辛
巳
、
一
七
〇
一
年
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
に
よ
り
、『
唐
詩
解
』
万
暦
乙
卯
序
本
に
は
二
種
類
の
版
が
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
九
州
大
学
図
書

館
所
蔵
の
『
唐
詩
解
』
は
、
陳
継
儒
と
陳
所
蘊
に
よ
る
二
篇
の
序
文
の
み
を
収
録
す
る
。
陳
所
蘊
の
序
文
は
「
萬
暦
乙
卯
仲
夏
之
吉
」

と
記
す
。
一
方
、
国
立
公
文
書
館
（
内
閣
文
庫
）
所
蔵
『
唐
詩
解
』
に
は
、
さ
ら
に
黄
汝
亨
に
よ
る
序
文
が
加
わ
り
、
文
末
に
「
萬
暦

乙
卯
大
雪
日
武
林
寓
生
」
と
記
す
。
さ
ら
に
、
こ
の
二
本
に
は
「
附
同
社
友
人
」
の
部
分
に
も
異
同
が
あ
る（

２
）。
従
っ
て
、『
唐
詩
解
』
は
、

万
暦
年
間
に
少
な
く
と
も
二
度
出
版
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

『
唐
詩
解
』
原
刻
本
が
二
度
も
出
版
さ
れ
た
要
因
は
、
当
時
の
江
蘇
・
浙
江
地
域
の
出
版
業
の
繫
栄
と
関
係
が
あ
る
。
し
か
し
、『
唐

詩
解
』
五
十
巻
は
、
二
○
一
人
、
一
五
四
六
首
の
作
品
を
収
録
し
、
し
か
も
そ
の
大
半
の
詩
歌
に
詳
細
な
語
注
と
唐
汝
詢
自
述
の
評
釈

を
加
え
た
画
期
的
な
唐
詩
選
集
で
あ
る
。
そ
の
大
量
の
編
集
作
業
を
完
遂
し
て
、
上
梓
の
た
め
に
各
所
を
奔
走
す
る
の
は
健
常
者
に
と
っ

て
も
困
難
な
こ
と
で
あ
る
。
ま
し
て
や
無
位
無
官
で
、
し
か
も
盲
目
の
唐
汝
詢
に
と
っ
て
は
な
お
さ
ら
で
あ
る
。

編
集
者
の
唐
汝
詢
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
『
唐
詩
解
』
の
原
稿
を
完
成
さ
せ
た
の
か
、
そ
し
て
、
ま
た
ど
の
よ
う
に
し
て
『
唐
詩
解
』

陳
　

禕

璇

『
唐
詩
解
』
の
編
著
と
出
版
に
つ
い
て

	

―
唐
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交
友
関
係
を
中
心
に
―
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を
出
版
で
き
た
の
か
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
、
未
だ
解
明
さ
れ
て
い
な
い
問
題
が
多
く
残
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
本
稿
は
、
唐
汝
詢
の
事
績
と
そ
の
交
友
関
係
に
つ
い
て
、
調
査
し
得
た
こ
と
を
報
告
す
る
も
の
で
あ
る
。

一　
「
雅
社
」
の
設
立

唐
汝
詢
は
、
華
亭
（
現
上
海
市
西
南
部
）
の
人
、
抜
群
の
記
憶
力
と
優
秀
な
文
学
才
能
に
よ
っ
て
、
多
く
の
学
説
を
書
き
留
め
、
盲

目
の
市
井
文
人
と
し
て
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。
目
の
見
え
ぬ
彼
は
音
読
の
み
に
よ
っ
て
学
問
を
修
め
、『
唐
詩
解
』
五
十
巻
を
著
し
た
。

も
と
よ
り
、
自
分
の
力
だ
け
で
『
唐
詩
解
』
の
出
版
を
実
現
さ
せ
る
の
は
、
不
可
能
で
あ
る
。
従
っ
て
、
彼
は
家
族
の
み
な
ら
ず
、
社

会
各
界
か
ら
も
支
援
を
受
け
た
に
違
い
な
い
。

こ
の
う
ち
、
最
初
に
手
を
差
し
伸
べ
た
の
は
、
彼
を
取
り
ま
く
文
学
社
の
友
人
た
ち
で
あ
る
。
唐
汝
詢
は
、
詩
文
集
で
、
華
亭
で
親

友
と
文
学
社
を
設
立
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
記
述
し
た
。

乙
卯
歲
杪
、
偶
憩
海
上
、
愁
霖
晦
冥
、
客
居
寡
歡
。
日
與
元
常
諸
君
悲
歌
相
答
、
酒
酣
耳
熱
、
愴
然
與
懷
。
正
以
嘉
會
難
長
、
良

儔
莫
逆
、
藉
非
寄
情
高
詠
、
奚
以
托
好
千
秋
。
於
是
舉
生
平
所
與
操
瓤
藝
林
、
填
箎
築
調
合
者
得
十
二
人
為
雅
社
、
推
長
與
先
生

為
盟
主
。

（
乙
卯
の
年
末
、
偶
々
上
海
に
滞
在
し
た
。
鬱
陶
し
い
長
雨
の
年
末
で
、 

客
居
の
つ
れ
づ
れ
に
、
毎
日
元
常
ら
と
と
も
に
悲
歌
を
作

り
、
酒
を
飲
み
、
悲
し
み
に
心
を
打
た
れ
た
。
そ
こ
で
、
佳
宴
と
親
友
の
貴
重
さ
に
感
じ
、
思
い
を
詩
歌
に
寄
せ
、
作
品
を
後
世
に

残
す
べ
き
だ
と
考
え
た
。
そ
こ
で
詩
歌
の
創
作
に
熟
達
し
て
い
る
十
二
人
を
集
め
て
雅
社
を
設
立
し
、
長
與
先
生
を
盟
主
と
し
た
。）

 

（「
雅
社
約
」、『
酉
陽
山
人
編
蓬
後
集
』
巻
十
五（
３
））

こ
れ
に
よ
る
と
、
雅
社
の
設
立
は
万
暦
乙
卯
（
一
六
一
五
年
）
で
あ
る
。
最
初
の
構
成
員
は
唐
汝
詢
を
含
む
十
二
人
で
、
盟
主
は
張

所
敬
で
あ
る
。
社
員
た
ち
は
こ
の
同
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
唐
詩
解
』
の
校
閲
と
参
定
に
も
率
先
し
て
協
力
し
て
い
る
。
簡
略
に
示
せ
ば
、
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以
下
の
通
り
で
あ
る（

４
）。

張
所
敬
（
字
長
與
）　　
『
唐
詩
解
』
巻
八
参
定
者

呉
山
民
（
字
逸
一
）　　
『
唐
詩
解
』
巻
四
十
参
定
者

潘　

羲
（
字
上
民
）　　
『
唐
詩
解
』
巻
三
十
九
校
閲
者

沈
弘
之
（
字
茂
之
）　　
『
唐
詩
解
』
巻
二
十
七
校
閲
者

張
積
仁
（
字
元
里
）　　
『
唐
詩
解
』
巻
三
十
三
校
閲
者

張
積
祥
（
字
元
應
）　　
『
唐
詩
解
』
巻
十
一
校
閲
者

張
積
源
（
字
聖
清
）　　
『
唐
詩
解
』
巻
十
一
、
巻
二
十
四
校
閲
者

唐
陳
彜
（
字
元
常
）　　
『
唐
詩
解
』
巻
十
五
、
巻
二
十
三
校
閲
者

王
世
栄
（
字
玄
超
）　　
『
唐
詩
解
』
巻
三
十
九
参
定
者

倪
甫
蕯
（
字
茂
甫
）　　
『
唐
詩
解
』
巻
二
十
四
参
定
者

と
り
わ
け
、
盟
主
の
張
所
敬
は
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
た
。
ま
ず
、
張
氏
一
族
は
『
唐
詩
解
』
の
出
版
に
重
要
な
力
を
貸
し
た
と

考
え
ら
れ
る
。
陳
継
儒
に
「
唐
詩
解
序
」
に
よ
れ
ば
、
援
助
者
に
関
し
て
以
下
の
よ
う
に
記
述
し
、
そ
こ
か
ら
張
所
敬
の
弟
、
張
所
望

に
関
す
る
記
述
も
確
認
で
き
る
。

太
守
周
翰
許
公
、
延
見
賜
粟
帛
。
塩
使
者
修
齡
楊
公
、
旌
其
廬
曰
「
耳
學
淹
通
」、
又
捐
俸
爲
君
刻
『
唐
詩
解
』。
而
陳
子
有
冏
卿
、

張
叔
翹
參
知
、
諸
君
爭
資
助
之
。

（
太
守
の
許
周
翰
は
、
面
会
し
て
粟
帛
を
贈
っ
た
。
塩
使
の
楊
修
齢
は
、
そ
の
廬
舎
に
「
耳
学
淹
通
」
の
匾
額
を
贈
り
、『
唐
詩
解
』

の
刊
行
の
た
め
の
資
金
を
寄
付
し
た
。
ま
た
太
僕
卿
の
陳
子
有
、
參
知
の
張
叔
翹
等
の
諸
君
も
先
を
争
っ
て
援
助
し
た
。）

 
（
陳
継
儒
「
唐
詩
解
序
」、『
唐
詩
解
』
巻
頭（
５
））
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「
張
叔
翹
參
知
」
は
、
即
ち
張
所
望
で
あ
る
。
張
所
望
、
字
は
叔
翹
、
松
江
府
華
亭
（
上
海
市
）
の
人
。
万
暦
二
十
九
年
（
一
六
〇

一
）
の
進
士
。
衢
州
知
府
、
広
西
副
使
、
左
江
参
政
な
ど
を
歴
任
し
た
。『
閲
耕
録
』、『
帰
田
録
』、『
龍
華
里
志
』
な
ど
の
著
作
が
あ

る（
６
）。
ま
た
、
張
所
望
は
『
唐
詩
解
』
巻
一
の
校
閲
者
、
巻
二
と
巻
四
十
五
の
参
定
者
で
も
あ
る
。

そ
の
ほ
か
、
上
記
の
校
閲
者
の
名
録
に
挙
げ
ら
れ
た
張
積
仁
、
張
積
祥
は
張
所
敬
の
息
子
で
、
張
積
源
は
張
所
敬
の
甥
（
張
所
望
の

息
子
）
で
あ
る
。

話
を
張
所
敬
に
戻
す
と
、
雅
社
の
盟
主
と
唐
汝
詢
の
親
友
と
し
て
、
彼
は
『
唐
詩
解
』
の
編
纂
と
出
版
を
援
け
、
重
要
な
役
割
を
果

た
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

『
松
江
府
志
』
に
よ
る
と
、
張
所
敬
、
字
は
長
與
、
上
海
龍
華
里
の
人
。
代
々
儒
学
を
な
り
わ
い
と
す
る
家
に
生
ま
れ
た
。
張
所
敬
は

小
さ
い
頃
か
ら
文
学
の
才
能
が
あ
る
と
称
賛
さ
れ
、
二
十
歳
の
時
に
当
時
の
上
海
県
の
生
員
に
な
っ
た
。
こ
の
時
の
同
僚
に
陳
所
蘊
が

い
る
。
し
か
も
古
文
が
得
意
な
た
め
、
王
世
貞
に
推
賞
さ
れ
た
こ
と
も
あ
る（

７
）。

張
所
敬
の
文
壇
で
の
声
望
に
関
し
て
、『
雲
間
志
略
』
で

は
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

以
詞
賦
狎
主
齊
盟
、
詩
得
孟
襄
陽
・
李
供
奉
之
脈
絡
、
晚
年
直
逼
杜
少
陵
堂
奥
、
文
則
非
先
秦
兩
漢
不
道
只
字
。
海
內
名
公
巨
卿

莫
不
知
海
上
有
長
輿
先
生
。
而
王
弇
州
司
寇
極
相
推
重
、
至
於
李
濟
南
・
汪
新
安
之
間
。

（
張
所
敬
は
、
詞
賦
を
以
て
文
壇
の
盟
主
と
な
っ
た
。
そ
の
詩
は
孟
浩
然
と
李
白
の
風
格
を
得
て
お
り
、
晩
年
に
は
直
ち
に
杜
甫
の

堂
奥
に
逼
る
迫
力
が
あ
っ
た
。
先
秦
両
漢
に
非
ざ
れ
ば
文
と
し
て
認
め
ず
、
国
内
の
名
士
た
ち
に
名
を
知
ら
れ
た
。
王
世
貞
は
、

極
め
て
彼
を
推
尊
し
、
李
攀
龍
や
汪
道
昆
に
匹
敵
す
る
と
評
価
し
た
。）

 
（
何
三
畏
「
張
文
学
長
與
先
生
傳
」、『
雲
間
志
略
』
巻
二
十（
８
））

と
こ
ろ
で
、
先
述
の
と
お
り
九
州
大
学
所
蔵
の
『
唐
詩
解
』
は
二
篇
の
序
文
が
あ
り
、
そ
の
作
者
は
陳
所
蘊
と
陳
継
儒
で
あ
る
。
唐

汝
詢
は
自
ら
陳
継
儒
に
手
紙
を
送
り
、『
唐
詩
解
』
の
序
文
を
依
頼
し
た
こ
と
が
あ
る（

９
）。
し
か
し
管
見
の
限
り
、
唐
汝
詢
が
陳
所
蘊
と
面

会
し
、
あ
る
い
は
書
信
な
ど
を
交
わ
し
た
形
跡
は
見
出
せ
な
い
。
故
に
、
陳
所
蘊
と
同
じ
上
海
出
身
で
、
名
も
知
ら
れ
て
い
た
張
所
敬
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が
、
唐
汝
詢
に
代
わ
っ
て
、
唐
汝
詢
を
紹
介
し
、『
唐
詩
解
』
の
序
文
を
依
頼
し
た
可
能
性
が
高
い
。

張
氏
一
族
も
当
時
、
松
江
地
域
の
名
家
で
あ
っ
た
。
張
所
敬
自
身
の
声
望
が
加
わ
り
、
現
地
で
の
影
響
力
を
生
か
し
て
、『
唐
詩
解
』

出
版
の
た
め
の
組
織
作
り
を
行
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

勿
論
、
人
々
が
唐
汝
詢
を
援
助
し
た
根
本
的
な
理
由
は
、
彼
の
優
れ
た
才
能
と
特
殊
な
境
涯
に
心
を
打
た
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か

し
、
張
所
敬
一
族
と
雅
社
の
友
人
の
応
援
が
な
け
れ
ば
、『
唐
詩
解
』
の
出
版
は
決
し
て
実
現
し
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

二　

雅
社
と
『
唐
詩
解
』
の
編
纂

張
所
敬
の
詩
文
が
王
世
貞
に
推
賞
さ
れ
、
李
攀
龍
・
汪
道
昆
ら
と
同
等
の
文
人
だ
と
認
め
ら
れ
た
こ
と
か
ら
見
れ
ば
、
彼
も
古
文
辞

派
に
属
し
、
唐
汝
詢
と
雅
社
の
構
成
員
も
復
古
の
説
に
従
っ
て
い
た
と
見
て
よ
い
。

た
し
か
に
、
同
時
期
の
文
人
も
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
者
も
、
一
貫
し
て
唐
汝
詢
を
古
文
辞
派
の
一
人
だ
と
判
断
し
て
い
る
。
た
と
え

ば
、
か
の
銭
謙
益
は
「
唐
瞽
者
汝
詢
小
伝
」
で
、「
兄
の
汝
諤
は
、
李
攀
龍
と
王
世
貞
の
学
説
に
傾
倒
し
て
い
た
の
で
、
唐
汝
詢
も
こ
れ

に
倣
い
雲
間
の
流
派
に
属
す
る
で
あ
ろ
う
。」
と
述
べ
て
い
る（

（1
（

。

し
か
し
、「
雅
社
約
」
に
よ
る
と
、
雅
社
の
文
学
理
念
は
、
古
文
辞
派
と
公
安
派
の
性
霊
説
、
二
つ
の
理
念
を
折
中
し
た
も
の
で
あ

る
。

吾
明
詩
格
愈
變
愈
下
、
于
鱗
尚
聲
調
而
影
響
蹈
襲
之
弊
、
與
中
郎
任
才
情
而
俚
俗
險
怪
之
竇
。
鑒
夫
白
雪
黃
金
、
既
以
起
人
之
厭
、

而
車
車
馬
馬
、
詎
謂
得
詩
之
神
。
近
來
年
少
毀
李
師
、
袁
勢
當
然
矣
。
然
所
造
句
非
饑
犬
餓
貓
、
即
蚓
之
蛙
出
、
此
又
步
驟
中
郎

而
駢
拇
者
也
。
吾
黨
需
痛
革
此
弊
、
以
古
人
為
式
、
性
情
為
用
。

（
我
が
明
代
詩
歌
の
品
格
は
、
次
第
に
劣
っ
て
き
て
い
る
。
李
攀
龍
は
声
調
を
尚
び
、
古
文
踏
襲
の
弊
害
を
招
い
た
。
袁
宏
道
は
才

情
に
任
せ
て
、
言
葉
遣
い
は
低
俗
で
怪
異
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
詩
論
は
既
に
人
々
の
不
快
を
招
き
、
そ
れ
ら
の
詩
作
は
詩
の
本

質
が
理
解
で
き
た
と
は
言
え
な
い
。
近
年
は
李
攀
龍
の
説
が
衰
え
、
袁
宏
道
の
説
に
勢
い
が
あ
る
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
詩
作
は
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読
む
に
堪
え
な
い
下
等
な
作
で
あ
る
。
我
が
詩
社
の
者
は
、
こ
れ
を
徹
底
的
に
改
め
、
古
人
の
格
律
を
尊
び
、
ま
た
今
人
の
性
情

を
う
ま
く
表
現
す
る
べ
き
で
あ
る
。）

 

（「
雅
社
約
」
第
一
条
、『
酉
陽
山
人
編
蓬
後
集
』
巻
十
五
）

「
雅
社
約
」
に
よ
る
と
、
成
員
た
ち
は
、
復
古
説
と
性
霊
説
、
双
方
の
平
衡
を
取
り
、
盛
唐
詩
文
を
推
尊
す
る
と
同
時
に
、
明
代
文
人

の
情
感
と
胸
懐
を
述
べ
る
よ
う
な
詩
文
を
書
く
こ
と
も
目
指
し
て
い
る
。
社
約
の
中
に
、
定
期
的
な
集
合
宴
会
や
文
学
交
流
を
規
定
し
、

詩
を
吟
じ
、
互
い
に
詩
歌
を
参
訂
す
る
こ
と
を
奨
励
し
て
い
る
。『
編
蓬
集
』
と
『
編
蓬
後
集
』
の
詩
作
か
ら
見
れ
ば
、
唐
汝
詢
も
頻
繫

に
雅
社
の
活
動
に
参
加
し
、
構
成
員
と
接
触
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
唐
汝
詢
の
初
期
の
文
学
活
動
は
、
主
に
雅

社
を
巡
っ
て
展
開
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

従
っ
て
、
雅
社
の
文
学
趣
旨
も
構
成
員
と
の
交
流
も
唐
汝
詢
に
影
響
を
与
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
、『
唐
詩
解
』
が
『
唐
詩
品

彙
』
を
参
照
し
て
編
纂
し
た
た
め
、「
詩
人
爵
里
詳
節
」
の
一
部
分
は
、
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
転
写
し
た
が
、
他
方
で
内
容
を
書
き
換
え
る
こ

と
に
よ
り
、
詩
人
の
境
遇
へ
の
同
情
と
武
后
へ
の
批
判
を
示
し
て
い
る
。

駱
賓
王
、
義
烏
人
。
七
歲
能
賦
詩
。
武
后
時
、
數
上
疏
言
事
、
下
除
臨
海
丞
。
怏
怏
不
樂
、
棄
官
去
。
徐
敬
業
起
兵
、
署
為
府
屬
。

（
駱
賓
王
、
義
烏
の
人
。
七
歳
で
詩
を
作
る
こ
と
が
で
き
た
。
武
后
の
時
、
数
回
上
疎
し
て
、
臨
海
丞
に
左
遷
さ
れ
た
。
不
満
が

あ
っ
て
、
官
位
を
辞
退
し
た
。
徐
敬
業
が
挙
兵
す
る
と
、
駱
賓
王
は
そ
の
幕
僚
と
な
っ
た
。）

 

（『
唐
詩
解
』
序
巻
・
詩
人
爵
里
詳
節
）

『
唐
詩
解
』
に
載
せ
る
駱
賓
王
の
小
伝
は
、『
唐
詩
品
彙
』
か
ら
直
接
引
用
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、『
唐
詩
品
彙
』
は
「
徐
敬
業

乱
」
と
事
件
を
述
べ（

（1
（

、
徐
敬
業
の
行
為
を
謀
反
だ
と
定
義
し
、
駱
賓
王
を
反
逆
側
だ
と
判
断
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
唐
汝
詢
は

「
徐
敬
業
起
兵
」
と
い
う
褒
貶
の
色
彩
を
待
た
な
い
単
語
を
用
い
て
、
細
か
な
変
更
を
加
え
た
こ
と
を
通
じ
て
、
自
分
の
立
場
を
表
明
し

た
。
唐
汝
詢
は
、
政
治
へ
の
関
心
が
薄
い
が
、
常
に
詩
文
を
通
し
て
詩
人
の
遭
遇
に
同
情
を
寄
せ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
詩
人
に
関
す

中
国
文
学
論
集
　
第
五
十
二
号

96



る
不
利
な
情
報
を
書
き
改
め
た
。

ま
た
、
唐
汝
詢
は
古
文
辞
派
が
最
も
推
賞
す
る
李
白
・
杜
甫
に
対
し
て
も
、
批
判
的
な
意
見
を
述
べ
て
い
る
。

五
・
七
言
古
俱
有
長
篇
、
而
李
・
杜
五
言
、
似
乏
古
雅
、
故
並
不
載
。

（
五
言
・
七
言
の
古
詩
と
も
に
長
篇
が
有
る
が
、
李
白
・
杜
甫
の
五
言
古
詩
は
古
雅
が
足
り
な
い
た
め
、
掲
載
し
な
い
。）

 

（『
唐
詩
解
』
序
巻
・
凡
例
）

し
か
し
な
が
ら
、
唐
汝
詢
は
む
や
み
に
盛
唐
詩
を
否
定
す
る
で
は
な
く
、
高
棅
の
分
類
に
対
し
て
冷
静
な
再
評
価
も
行
っ
て
い
る
。

唐
人
詩
中
有
絕
類
楚
辭
者
、
如
太
白
鳴
皐
・
摩
潔
山
中
人
之
屬
、
語
既
參
錯
、
調
亦
不
倫
。
又
退
之
琴
操
有
通
篇
四
言
者
、
高
氏

並
目
為
七
言
古
詩
、
失
制
殊
甚
。

（
唐
人
の
詩
の
中
に
楚
辭
に
よ
く
類
似
す
る
作
品
が
あ
る
。
李
白
の
「
鳴
皐
歌
送
岑
徵
君
」
と
王
維
の
「
送
友
人
帰
山
歌
二
首
」（
其

二
曰
「
山
中
人
兮
欲
帰
」）
は
文
字
数
が
不
揃
い
で
、
語
調
も
脱
俗
超
凡
で
あ
る
。
ま
た
韓
愈
の
「
琴
操
」
は
全
篇
を
通
し
て
四
言

で
、
高
棅
が
七
言
古
詩
に
収
録
し
た
こ
と
は
、
正
し
く
な
い
。）

 

（『
唐
詩
解
』
序
巻
・
凡
例
）

更
に
、『
唐
詩
解
』
の
選
詩
状
況
を
他
の
明
代
唐
詩
選
集
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
、
唐
汝
詢
が
そ
の
文
学
的
審
美
観
を
い
か
に
貫
徹

し
た
か
が
よ
り
鮮
明
に
な
る
。

唐
汝
詢
は
、
高
棅
や
李
攀
龍
と
異
な
り
、
中
唐
の
詩
人
白
居
易
を
推
賞
し
た
。
高
棅
の
「
格
調
扁
而
不
高
」
と
の
主
張
と
は
逆
に
、

「
同
李
十
一
醉
憶
元
九
」
を
例
に
、「
語
尚
真
率
」、「
豐
格
猶
存
」
な
ど
と
高
い
評
価
を
与
え
た（

（1
（

。
ま
た
、
当
時
の
主
流
で
あ
っ
た
詩
集

が
重
視
し
な
か
っ
た
「
長
恨
歌
」
を
も
収
録
し
、
唐
玄
宗
と
楊
貴
妃
と
の
恋
愛
譚
を
通
じ
て
、
唐
玄
宗
が
方
士
に
騙
さ
れ
た
こ
と
を
注

釈
に
示
し
、
そ
の
諷
刺
性
を
指
摘
し
た
。
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盛
唐
詩
人
へ
の
批
判
と
肯
定
で
あ
ろ
う
が
、
白
居
易
へ
の
推
賞
で
あ
ろ
う
が
、
唐
汝
詢
は
『
唐
詩
解
』
で
客
観
性
を
求
め
な
が
ら
、

敢
然
と
独
自
の
意
見
を
述
べ
た
。
そ
れ
は
ま
さ
に
雅
社
の
、
復
古
と
性
霊
を
双
方
重
視
す
る
理
念
に
一
致
し
て
い
る
。
故
に
、
唐
汝
詢

に
と
っ
て
雅
社
は
、
最
初
の
文
学
活
動
の
拠
点
で
あ
り
、
そ
の
文
学
理
念
の
雛
形
が
作
成
さ
れ
た
場
所
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

三　

唐
汝
詢
の
旅
と
交
友

唐
汝
詢
は
両
眼
の
光
を
失
い
、
行
動
は
不
自
由
で
あ
っ
た
が
、
実
は
旅
行
好
き
で
、
新
し
い
場
所
に
対
し
て
冒
険
心
と
探
求
心
を
持

つ
人
で
あ
っ
た
。
唐
汝
詢
は
『
唐
詩
解
』
の
編
纂
の
か
た
わ
ら
、
各
地
を
旅
し
、
そ
の
体
験
を
も
と
に
詩
を
創
作
し
て
い
る
。
そ
れ
ら

の
詩
作
か
ら
、
友
人
と
の
交
際
や
旅
し
た
場
所
が
確
認
で
き
る（

（1
（

。

①
上
海
近
郊

機
山　
　
「
機
山
懷
古
」（『
編
蓬
集
』
巻
六
）

金
彙
塘　
「
歲
杪
滯
舟
金
彙
塘
」（『
編
蓬
集
』
巻
十
）

蟠
龍
塘　
「
秋
日
泛
舟
蟠
龍
塘
」（『
編
蓬
集
』
巻
四
）

佘
山　
　
「
宿
佘
山
僧
舍
」（『
編
蓬
集
』
巻
五
）

細
林
山　
「
宿
細
林
山
」（『
編
蓬
集
』
巻
六
）

②
杭
州
及
び
そ
の
近
郊

錢
塘　
　
「
錢
塘
客
舍
」（『
編
蓬
後
集
』
巻
三
）

　
　
　
　
「
宿
錢
塘
三
首
」（『
編
蓬
後
集
』
巻
五
）

西
湖　
　
「
暮
春
訪
臧
博
士
晉
書
、
因
陪
諸
君
、
同
泛
西
湖
」（『
編
蓬
後
集
』
巻
十
）

厳
陵　
　
「
嚴
陵
釣
台
」（『
編
蓬
後
集
』
巻
六
）

秦
望
山　
「
登
秦
望
山 

因
過
呉
山
人
幽
居
」（『
編
蓬
後
集
』
巻
二
）
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③
南
京

　
　
　
　
　
「
將
赴
鍾
陵
、
留
別
家
兄
士
雅
二
首
」（『
編
蓬
後
集
』
巻
六
）

　
　
　
　
　
「
去
鍾
陵
陸
行
、
次
東
鄉
縣
客
舍
、
失
足
墜
樓
、
迷
臥
者
久
之
」（『
編
蓬
後
集
』
巻
六
）

　
　
　
　
　
「
鍾
陵
途
中
述
感
」（『
編
蓬
後
集
』
巻
二
）

　
　
　
　
　
「
題
鍾
陵
官
舍
壁
」（『
編
蓬
後
集
』
巻
二
）

　
　
　
　
　
「
曉
發
鍾
陵
」（『
編
蓬
後
集
』
巻
二
）

④
蘇
州

　
　
　
　
　
「
金
閶
有
感
」（『
編
蓬
後
集
』
巻
一
）

　
　
　
　
　
「
憩
金
閶
、
市
書
不
售
、
因
題
」（『
編
蓬
後
集
』
巻
五
）

　
　
　
　
　
「
金
閶
訪
林
若
撫
」（『
編
蓬
後
集
』
巻
五
）

江
蘇
・
浙
江
地
域
は
、
水
路
網
が
縦
横
に
走
り
、
舟
旅
に
適
し
て
い
た
。
そ
こ
で
唐
汝
詢
も
休
暇
を
利
用
し
、
長
男
の
孟
荘
を
伴
っ

て
周
遊
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
旅
に
関
す
る
詩
作
に
つ
い
て
、『
編
蓬
集
』
と
『
編
蓬
後
集
』
の
収
録
状
況
に
注
目
し
た
い
と

思
う
。『
編
蓬
集
』
所
収
の
旅
に
関
す
る
詩
は
、
上
海
域
内
（
当
時
の
松
江
地
域
）
で
、
上
海
域
外
の
詩
作
は
全
て
『
編
蓬
後
集
』
に
収

録
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
浙
江
や
江
蘇
方
面
へ
の
遠
距
離
旅
行
は
、『
編
蓬
集
』
の
出
版
後
に
実
現
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

遠
距
離
旅
行
の
理
由
は
、
唐
汝
詢
の
家
屋
が
火
災
に
見
舞
わ
れ
、
焼
失
し
て
し
ま
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
詩
「
避
火
嘆
」
に
事
件

の
経
緯
が
記
さ
れ
て
い
る
。
唐
汝
詢
が
友
人
の
宴
会
に
参
加
し
て
帰
家
し
た
後
、
真
夜
中
近
く
に
隣
家
で
火
事
が
起
き
た
。
唐
汝
詢
は
、

家
族
と
と
も
に
脱
出
し
た
が
、
自
宅
は
全
焼
し
た
と
い
う（

（1
（

。

唐
汝
詢
は
「
宇
内
名
山
千
万
重
、
未
信
此
身
長
不
容
。
扁
舟
明
日
掛
帆
去
、
白
茅
結
屋
香
爐
峰
。」（
宇
内
の
名
山
は
千
万
重
、
き
っ

と
此
の
身
は
何
処
か
に
居
場
所
が
あ
る
だ
ろ
う
。
明
日
は
帆
を
か
け
て
扁
舟
に
乗
り
、
香
炉
峰
に
茅
屋
を
結
ば
ん
。）
と
「
避
火
嘆
」
詩

を
締
め
く
く
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
思
い
か
け
ず
、
人
生
の
節
目
を
迎
え
た
唐
汝
詢
は
、
各
地
の
周
遊
を
始
め
た
。
そ
の
間
、
唐
汝
詢
は

『
唐
詩
解
』
の
出
版
の
た
め
、『
唐
詩
解
』
の
原
稿
を
携
え
、
南
京
で
許
稚
則
と
面
会
し
た
。
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助
教
許
稚
則
、
博
士
楊
文
弱
俱
好
詩
文
。
唐
酉
陽
往
候
之
、
持
『
唐
詩
解
』
一
部
謁
許
。
許
延
入
、
坐
未
定
、
許
曰
、
書
未
及
看
、

先
質
所
疑
。
適
讀
『
文
選
』「
枯
桑
知
天
風
、
海
水
知
天
寒
」、
此
二
語
何
解
。
唐
曰
、
枯
桑
無
葉
、
豈
知
天
風
。
海
水
不
冰
、
豈

知
天
寒
。
許
拊
掌
曰
、
此
異
人
也
。
不
必
驗
其
所
著
矣
。
自
此
遂
為
相
知
。

（
助
教
の
許
稚
則
と
博
士
の
楊
文
弱
は
俱
に
詩
文
を
好
む
人
で
あ
っ
た
。
唐
汝
詢
は
許
氏
の
所
に
行
き
、『
唐
詩
解
』
を
持
ち
、
謁

見
し
た
。
許
氏
は
唐
汝
詢
を
迎
え
入
れ
た
。
腰
を
下
ろ
す
間
も
な
く
、
許
氏
は
、「
本
は
ま
だ
読
ん
で
い
な
い
が
、
先
に
質
問
す

る
。
先
ほ
ど
『
文
選
』
を
読
ん
だ
が
、「
飲
馬
長
城
窟
行
」
の
「
枯
桑
知
天
風
、
海
水
知
天
寒
」
の
二
句
は
、
何
と
解
す
る
か
」
と

た
ず
ね
た
。
唐
汝
詢
は
、「
枯
れ
た
桑
に
は
葉
は
無
い
、
ど
う
し
て
天
の
風
を
知
ろ
う
か
。
海
水
は
凍
ら
な
い
、
ど
う
し
て
天
の
寒

さ
を
知
ろ
う
か
」
と
答
え
た
。
許
氏
は
手
を
打
っ
て
、「
こ
の
人
は
異
人
だ
。
そ
の
著
作
を
検
証
す
る
必
要
は
な
い
」
と
称
賛
し
、

唐
汝
詢
と
知
己
に
な
っ
た
。）

 

（
呉
履
震
『
五
茸
志
逸
隨
筆
』
卷
二（
（1
（

）

許
令
典
（
一
五
六
七
~
一
六
三
一
）、
字
は
稚
則
、
号
は
同
生
、
霊
泉
蠃
史
、
両
垞
外
臣
、
海
寧
袁
花
人
な
ど
。
彼
は
万
暦
丁
未
年

（
一
六
〇
七
）
の
進
士
で
、
上
饒
県
令
、
無
錫
県
令
、
淮
安
知
府
を
歴
任
し
た
。
晩
年
は
海
寧
黄
山
の
山
麓
に
住
み
、
東
垞
、
西
垞
の
小

阜
を
築
い
て
生
活
し
た
。
書
を
得
意
と
し
、『
許
淮
陽
集
』
八
巻
、『
霊
泉
蠃
史
集
』『
淮
陽
志
』、『
金
牛
随
筆
』
な
ど
を
著
し
た
。

許
令
典
と
唐
汝
詢
と
の
面
会
は
、
恐
ら
く
『
唐
詩
解
』
に
関
わ
る
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
唐
汝
詢
は
、『
唐
詩
解
』
の
出
版
と
販
売
の

た
め
、
南
京
に
滞
在
し
て
い
た
。
し
か
し
、
よ
そ
者
の
唐
汝
詢
は
、
南
京
の
文
学
圈
に
馴
染
ん
で
お
ら
ず
、
知
名
度
も
低
か
っ
た
の
で

あ
ろ
う
。
許
令
典
を
訪
問
す
る
際
に
、『
唐
詩
解
』
を
持
参
し
た
の
も
、
自
薦
の
意
図
か
ら
で
あ
ろ
う
。

こ
の
面
会
を
契
機
に
、
二
人
は
意
気
投
合
し
、
親
友
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、『
唐
詩
解
』
も
順
調
に
出
版
さ
れ
、
そ
の
出
版
と
販
売
の

た
め
に
役
人
が
告
示
を
出
し
た
こ
と
さ
え
あ
る（

（1
（

。

ま
た
、
唐
汝
詢
は
、
許
令
典
の
誘
い
に
応
じ
て
南
京
に
引
越
し
、
住
宅
を
借
り
て
定
住
し
て
可
賦
亭
を
築
い
た
。

余
自
乙
卯
至
白
下
、
與
許
稚
則
先
生
訂
移
家
之
約
、
明
年
挈
妻
往
。
稚
則
有
屋
數
椽
、
在
秦
淮
之
畔
、
駕
橋
通
行
、
榜
曰
圯
上
。
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旁
有
隙
地
、
可
容
一
室
、
就
地
作
六
角
草
亭
、
顏
曰
可
賦
。

（
私
は
乙
卯
年
︹
一
六
一
五
︺、
南
京
に
着
き
、
許
稚
則
と
住
居
の
契
約
を
し
、
来
年
は
妻
を
連
れ
て
行
く
予
定
で
あ
る
。
許
氏
は

秦
淮
河
の
ほ
と
り
に
数
棟
の
家
を
持
っ
て
い
る
。
橋
を
架
け
て
通
行
し
、
圯
上
と
い
う
名
が
あ
る
。
傍
ら
に
空
地
が
あ
り
、
一
室

を
築
く
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
に
六
角
の
草
亭
を
作
り
、
可
賦
亭
と
名
付
け
た
。）

 

（
唐
汝
詢
『
酉
陽
舌
瑣
』「
可
賦
亭
佳
會（
（1
（

」）

唐
汝
詢
に
と
っ
て
可
賦
亭
は
、
文
人
や
名
流
た
ち
が
文
学
交
流
と
宴
会
を
行
い
、
上
海
の
雅
社
と
と
も
に
、
重
要
な
場
所
と
な
っ
た
。

う
場
所
と
な
っ
た
。
こ
こ
に
、
唐
汝
詢
の
南
京
滞
在
期
の
交
友
関
係
と
文
学
活
動
が
見
え
る（

（1
（

。

時
儀
部
黃
貞
父
、
比
部
張
雨
若
、
水
部
劉
王
受
、
國
博
許
稚
則
、
參
軍
王
體
鹹
・
王
湘
客
、
他
若
大
宗
伯
李
本
寧
、
大
行
人
鍾
伯

敬
、
俱
以
休
沐
客
遊
。
每
春
秋
佳
日
、
諸
公
至
此
、
歌
笑
談
文
。
亭
旁
設
網
、
得
魚
即
以
供
客
。
觴
詠
流
連
、
亦
一
時
勝
會
也
。

（
当
時
、
儀
部
の
黄
貞
父
、
比
部
の
張
雨
若
、
水
部
の
劉
王
受
、
国
博
の
許
稚
則
、
参
軍
の
王
体
鹹
・
王
湘
客
、
他
に
大
宗
伯
の
李

本
寧
、
大
行
人
の
鍾
伯
敬
、
俱
に
休
暇
を
取
り
、
客
遊
す
る
。
春
秋
の
佳
日
に
は
、
こ
こ
に
集
ま
り
、
歌
い
笑
っ
て
詩
文
を
論
じ

た
。
可
賦
亭
の
旁
ら
で
は
、
漁
網
を
打
ち
、
魚
を
得
れ
ば
、
直
ぐ
に
客
人
に
提
供
す
る
。
酒
を
酌
み
交
わ
し
て
、
次
々
に
詩
歌
を

吟
じ
、
当
時
の
素
晴
ら
し
い
文
雅
の
会
と
な
っ
た
。）

 

（
唐
汝
詢
『
酉
陽
舌
瑣
』「
可
賦
亭
佳
會
」）

こ
こ
に
言
及
さ
れ
る
黄
貞
父
こ
そ
、
万
暦
乙
卯
の
冬
に
『
唐
詩
解
』
に
序
文
を
寄
せ
た
黄
汝
亨
で
あ
る
。

黄
汝
亨
（
一
五
五
八
~
一
六
二
六
）、
字
は
貞
父
、
銭
塘
の
人
、
万
暦
二
十
六
年
（
一
六
二
五
）
の
進
士
、
西
布
政
司
参
議
を
務
め

た
。
進
士
に
な
る
前
に
、
彼
は
秋
水
社
な
ど
多
く
の
文
社
に
参
加
し
た
り
組
織
し
た
り
し
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
れ
を
通
じ
て
、
人
を
募

り
八
股
文
の
選
本
を
編
集
し
た
こ
と
も
あ
る
。
故
に
、
彼
の
経
験
や
知
識
は
、
唐
汝
詢
の
出
版
の
最
終
段
階
で
大
き
な
力
と
な
っ
た
こ

と
で
あ
ろ
う
。『

唐
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』
の
編
著
と
出
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四　
『
唐
詩
解
』
の
出
版

雅
社
及
び
南
京
の
友
人
た
ち
は
、『
唐
詩
解
』
の
校
閲
に
参
加
し
た
り
、
序
文
を
書
い
た
り
、
大
き
な
力
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ

で
も
な
お
『
唐
詩
解
』
出
版
に
は
資
金
が
足
り
ず
、
唐
汝
詢
は
危
機
に
陥
っ
た
。
友
人
か
ら
の
募
金
も
受
け
た
が
、
焼
け
石
に
水
で
あ

る
。
こ
の
決
定
的
な
時
期
に
、
一
人
の
重
要
な
人
物
が
現
れ
た
。

鄭
父
母
自
青
陽
調
華
亭
時
、
吾
鄉
諸
公
助
余
刻
唐
詩
解
、
僅
完
其
半
、
不
能
卒
業
、
乃
質
其
板
于
嘉
禾
姚
孝
廉
。
得
五
十
金
以
完

工
、
但
板
在
姚
處
不
能
印
行
。
時
楊
文
弱
爲
南
雍
博
士
、
走
書
于
鄭
、
托
以
緩
急
。
時
適
編
審
、
果
以
五
十
金
相
贈
、
得
贖
板
以

廣
其
傳
、
亦
玉
成
之
雅
貺
也
。

（
知
事
の
鄭
氏
が
青
陽
よ
り
華
亭
に
転
任
し
た
時
、
我
が
同
郷
の
諸
公
は
『
唐
詩
解
』
の
刻
板
作
り
を
助
け
て
い
た
。
ま
だ
半
分
し

か
完
成
し
て
い
な
い
状
態
で
、
刻
板
を
抵
当
に
嘉
禾
の
姚
孝
廉
か
ら
五
十
金
を
借
り
て
完
成
し
た
が
、
刻
板
は
姚
氏
の
と
こ
ろ
に

置
か
れ
た
ま
ま
で
、
印
刷
が
で
き
な
い
。
当
時
、
南
雍
博
士
の
楊
文
弱
は
、
鄭
氏
に
手
紙
を
送
り
、
危
急
を
助
け
る
こ
と
を
頼
ん

だ
。
折
よ
く
編
審
の
時
に
、
鄭
氏
は
五
十
金
を
贈
っ
て
く
れ
た
。
そ
の
お
蔭
で
刻
板
を
請
け
出
す
こ
と
が
で
き
た
。『
唐
詩
解
』
が

出
版
で
き
、
広
く
読
ま
れ
て
い
る
の
は
、
鄭
氏
の
贈
与
と
保
全
の
お
か
げ
で
あ
る
。）

 

（『
酉
陽
舌
瑣
』「
贈
錢
贖
書
板
」）

文
中
で
言
及
さ
れ
る
楊
文
弱
と
は
、
楊
嗣
昌
で
あ
る
。
楊
嗣
昌
（
一
五
八
八
~
一
六
四
一
）、
字
は
文
弱
、
湖
広
武
陵
（
現
在
湖
南
省

常
徳
市
）
人
。
彼
は
万
暦
三
十
八
年
（
一
六
一
〇
）
の
進
士
で
、
そ
の
後
、
杭
州
府
学
教
授
、
南
京
国
子
監
博
士
、
戸
部
福
建
司
主
事

を
歴
任
し
た
。
知
事
鄭
氏
に
手
紙
を
送
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
一
六
一
三
年
か
ら
一
六
一
四
年
の
間
の
、
南
京
国
子
監
博
士
で
あ
っ
た

時
期
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
楊
嗣
昌
が
連
絡
し
た
知
事
鄭
氏
に
つ
い
て
も
、
身
分
と
功
績
が
確
認
で
き
る
。

『
唐
詩
解
』
巻
一
の
冒
頭
に
「
侍
御
楊
鶴
命
梓
、
司
理
呉
之
甲
・
邑
侯
鄭
元
昭
會
訂
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
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鄭
元
昭
（
生
卒
年
未
詳
）、
臨
川
県
（
現
在
江
西
省
撫
州
市
）
の
人
、
楊
嗣
昌
と
同
年
の
進
士
で
あ
る
。
万
暦
三
十
九
年
（
一
六
一

一
）
か
ら
万
暦
四
十
一
年
（
一
六
一
四
）
ま
で
、
青
陽
県
の
知
県
を
務
め
た
後
、
華
亭
に
転
任
し
た（

（1
（

。
こ
の
経
歴
は
、
唐
汝
詢
の
記
述

と
一
致
し
て
お
る
。

鄭
元
昭
の
ほ
か
、
上
述
の
侍
御
楊
鶴
と
司
理
呉
之
甲
も
『
酉
陽
舌
瑣
』
に
言
及
が
見
え
る
。

司
理
呉
茲
勉
、
雅
好
文
學
、
在
署
每
閲
書
至
夜
分
。
友
人
張
茂
卿
以
予
集
送
人
、
卽
遣
吏
相
邀
、
遂
成
知
己
。
每
一
進
見
、
必
論

究
文
史
、
良
久
乃
出
。
時
予
刻
『
唐
詩
解
』、
公
卽
以
所
寫
刻
樣
、
送
到
鹹
臺
楊
修
齡
、
楊
饋
十
金
助
刻
、
贈
匾
惠
弊
、
榜
曰
耳
學

淹
通
、
後
亦
稱
契
厚
焉
。
皆
吳
公
吹
噓
之
力
也
。

（
司
理
の
呉
茲
勉
は
文
学
を
好
み
、
よ
く
官
署
で
深
夜
ま
で
本
を
読
ん
で
い
た
。
友
人
の
張
茂
卿
は
、
彼
に
私
の
詩
集
を
贈
っ
た
。

呉
氏
は
そ
こ
で
吏
員
に
命
じ
て
私
を
呼
び
寄
せ
、
知
己
に
な
っ
た
。
私
た
ち
は
会
う
と
必
ず
長
い
時
間
を
か
け
て
文
史
を
討
論
す

る
。
当
時
、
私
が
『
唐
詩
解
』
の
刻
本
を
作
っ
た
と
き
、
呉
氏
は
そ
の
見
本
を
御
史
の
楊
修
齢
に
贈
っ
た
。
楊
氏
は
私
に
十
金
と

「
耳
学
淹
通
」
と
書
い
た
匾
額
を
贈
っ
て
く
れ
た
。
そ
の
後
、
楊
氏
と
の
交
流
も
密
接
で
あ
る
。
そ
れ
は
全
て
、
呉
氏
の
推
輓
の
お

か
げ
で
あ
る
。）

 

（『
酉
陽
舌
瑣
』「
延
見
吹
噓
」）

司
理
の
呉
茲
勉
は
、
即
ち
『
唐
詩
解
』
巻
一
冒
頭
の
呉
之
甲
で
あ
る
。
呉
之
甲
（
一
五
八
一
年
生
、
卒
年
未
詳
）、
字
は
元
秉
、
号
は

茲
勉
、
臨
川
県
の
人
、
万
暦
三
十
八
年
（
一
六
一
〇
）
の
進
士
で
あ
る
。
彼
は
鄭
元
昭
と
同
郷
で
あ
り
、
か
つ
鄭
元
昭
及
び
楊
嗣
昌
と

同
年
の
進
士
で
あ
る
。『
華
亭
県
志
』
に
よ
る
と
、
呉
之
甲
は
、
万
暦
三
十
八
年
（
一
六
一
〇
）
か
ら
華
亭
県
の
知
県
を
つ
と
め
た
。
万

暦
四
十
一
年
（
一
六
一
四
）、
鄭
元
昭
が
そ
の
職
務
を
引
き
継
い
だ（

（2
（

。

吳
之
甲
の
推
薦
に
よ
っ
て
唐
汝
詢
の
こ
と
を
知
っ
た
楊
鶴
に
つ
い
て
、
そ
の
事
績
を
重
ね
て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

楊
鶴
、
字
は
修
齡
、
湖
廣
武
陵
（
今
湖
南
常
德
）
の
出
身
、
万
暦
三
十
二
年
（
一
六
〇
四
）
進
士
に
な
り
、
初
め
は
洛
南
知
県
を
務

め
、
万
暦
四
十
年
（
一
六
一
二
）
御
史
に
抜
擢
さ
れ
た
。
崇
禎
元
年
（
一
六
二
八
年
）、
左
僉
都
御
史
に
昇
進
し
、
そ
の
後
、
兵
部
尚
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書
、
太
子
少
保
に
遷
る
。

ま
た
、
楊
鶴
は
、
楊
嗣
昌
の
父
で
あ
る
。
し
か
し
、
唐
汝
詢
を
彼
に
推
薦
し
た
の
は
、
息
子
の
楊
嗣
昌
で
は
な
く
呉
之
甲
で
あ
る
。

彼
ら
が
面
識
を
得
た
順
序
に
つ
い
て
は
、
は
じ
め
、
呉
之
甲
が
唐
汝
詢
と
親
し
く
な
り
、
呉
之
甲
が
楊
鶴
に
唐
汝
詢
を
推
薦
、
そ
の
後
、

呉
之
甲
あ
る
い
は
楊
鶴
が
楊
嗣
昌
に
唐
汝
詢
を
紹
介
し
知
り
合
い
に
な
っ
た
、
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
と
め

明
代
末
期
、
文
学
社
が
し
ば
し
ば
設
立
さ
れ
、
各
地
方
で
の
文
学
の
創
作
が
飛
躍
的
に
増
大
し
た
た
め
、
唐
詩
選
本
の
編
纂
も
極
め

て
盛
ん
な
状
況
と
な
っ
た
。
生
員
や
童
生
の
身
分
で
著
述
を
生
業
と
し
た
者
も
多
数
存
在
す
る
。
し
か
し
、
唐
汝
詢
は
、
目
が
不
自
由

な
た
め
、
科
挙
は
お
ろ
か
、
童
試
す
ら
受
け
る
資
格
が
な
か
っ
た
。
受
験
も
な
叶
わ
ず
、
当
時
の
社
会
が
定
義
す
る
文
人
で
す
ら
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
唐
汝
詢
は
、
積
極
的
に
当
時
の
文
人
た
ち
と
接
触
し
、
そ
の
文
学
圏
に
入
り
込
む
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
秀
で
た
記
憶
力

と
文
章
力
が
人
々
の
驚
嘆
を
呼
び
、
当
時
の
官
僚
や
文
人
に
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
雅
社
の
文
学
活
動
は
、
唐
汝
詢
の
文
学
理
念
に

影
響
を
与
え
、『
唐
詩
解
』
の
校
閲
の
た
め
の
仲
間
を
集
め
た
。
南
京
で
の
許
令
典
や
黄
汝
亨
と
の
交
流
、
楊
氏
父
子
と
呉
之
甲
、
鄭
元

昭
の
出
会
い
も
、
唐
汝
詢
の
知
名
度
を
高
め
た
。
こ
れ
ら
の
出
来
事
を
経
験
し
た
か
ら
こ
そ
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
面
か
ら
援
助
を
受
け
、

か
く
し
て
『
唐
詩
解
』
五
十
巻
は
無
事
に
刊
行
の
運
び
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

注

（
1
）  

『
唐
詩
解
』（
九
州
大
学
所
蔵
原
刻
本
）
巻
五
十
の
巻
頭
に
参
照
。

（
2
）  

内
閣
文
庫
本
に
は
「
附
同
社
友
人
」
の
項
の
「
朱
長
芬
」
の
下
に
「
朱
長
芳
」
の
名
が
補
入
さ
れ
て
い
る
。

（
3
）  

唐
汝
詢
『
酉
陽
山
人
編
蓬
後
集
』（
内
閣
文
庫
所
蔵
）
巻
十
五
「
雅
社
約
」
参
照
。
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（
4
）  

『
酉
陽
山
人
編
蓬
後
集
』
巻
五
の
「
寄
懷
社
中
諸
友
十
首
」
参
照
。
初
期
成
員
の
十
二
人
目
は
徐
氏
（
字
唐
運
は
で
、
名
は
未
詳
）
で
あ

る
。『
唐
詩
解
』
の
校
閲
者
と
参
定
者
の
名
録
で
は
表
示
さ
れ
て
い
な
い
。

（
5
）  
陳
継
儒
「
唐
詩
解
序
」、『
唐
詩
解
』（
九
州
大
学
所
蔵
）
参
照
。

（
6
）  
『
上
海
縣
志
』（
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
）
巻
九
及
び
巻
十
参
照
。

（
7
）  

『︹
崇
禎
︺
松
江
府
志
（
日
本
藏
中
國
罕
見
地
方
志
叢
刊
）』（
北
京
書
目
文
獻
出
版
社
、
一
九
九
一
年
）
下
冊
、
一
一
〇
〇
頁
参
照
。
原

文
は
「
張
所
敬
、
字
長
與
、
上
海
龍
華
里
人
。
世
以
孝
友
、
詩
禮
禪
其
家
學
。
敬
自
少
有
文
譽
、
弱
冠
補
弟
子
員
、
與
陳
太
僕
所
蘊
輩
並

噪
執
林
、
更
以
古
文
詞
為
王
弇
州
所
推
重
。」

（
8
）  

何
三
畏
「
張
文
学
長
與
先
生
傳
」、『
雲
間
志
略
』（
臺
灣
學
生
書
局
、
一
九
八
七
年
）
一
七
〇
一
頁
参
照
。

（
9
）  

唐
汝
詢
『
酉
陽
山
人
編
蓬
後
集
』（
内
閣
文
庫
所
蔵
）
巻
十
三
「
與
陳
眉
公
」
参
照
。

（
10
）  

銭
謙
益
『
列
朝
詩
集
小
伝
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
三
年
）
五
二
七
頁
参
照
。
原
文
は
「
仲
言
之
兄
汝
諤
、
篤
嗜
王
李
之
学
、
仲

言
童
而
習
之
、
故
於
其
詩
、
未
能
超
詣
、
蓋
亦
雲
間
流
派
如
此
。」

（
11
）  

『
唐
詩
品
彙
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
二
年
）「
詩
人
爵
里
詳
節
」
参
照
。

（
12
）  

『
唐
詩
解
』（
九
州
大
学
所
蔵
原
刻
本
）
巻
二
十
九
、「
同
李
十
一
醉
憶
元
九
」
評
釈
参
照
。

（
13
）  

内
閣
文
庫
所
蔵
の
万
暦
三
十
六
年
（
一
六
〇
八
）
出
版
さ
れ
た
『
編
蓬
集
』
と
万
暦
四
十
六
年
（
一
六
一
八
）
出
版
さ
れ
た
『
編
蓬
後

集
』
を
主
材
料
と
し
て
、
詩
文
の
内
容
か
ら
唐
汝
詢
の
活
動
範
囲
を
判
明
で
き
た
が
、
具
体
的
な
旅
行
時
間
に
関
す
る
記
述
に
乏
し
い
。

（
14
）  

唐
汝
詢
『
酉
陽
山
人
編
蓬
集
』（
内
閣
文
庫
所
蔵
）
巻
三
「
避
火
嘆
」
参
照
。
原
文
は
「
七
月
望
雨
冬
未
有
、
城
中
買
水
如
沽
酒
。
溝
洫

經
旬
潮
不
來
、
倉
卒
變
生
安
措
手
。
天
災
流
行
古
有
之
、
豈
知
波
及
西
河
叟
。
疇
昔
之
夜
天
正
寒
、
友
人
招
飲
杯
常
寬
。
半
酣
歸
來
臥
未

妥
、
鼎
沸
西
鄰
言
失
火
。
裳
衣
顛
倒
那
復
知
、
驚
叫
妻
孥
奔
閭
左
。
老
妻
猶
思
舊
緼
袍
、
覓
之
不
得
聲
嗷
嗷
。
大
兒
披
衣
不
及
帶
、
手
抱

幼
弟
呼
天
號
。
我
亦
倉
皇
計
無
出
、
但
向
加
上
收
書
帙
。
須
臾
煙
焰
天
地
昏
、
轉
聵
敝
廬
無
一
存
。
徘
徊
道
傍
待
明
發
、
赤
腳
踐
霜
皮
肉

裂
。
丈
夫
數
奇
誰
使
然
、
飢
寒
徹
骨
還
罹
孽
。
宇
内
名
山
千
萬
重
、
未
信
此
身
長
不
容
。
扁
舟
明
日
掛
帆
去
、
白
茅
結
屋
香
炉
峰
。」

（
15
）  

呉
履
震
『
五
茸
志
逸
隨
筆
』（
中
国
国
家
図
書
館
）
卷
二
参
照
。

（
16
）  

唐
汝
詢
『
酉
陽
山
人
編
蓬
後
集
』（
内
閣
文
庫
所
蔵
）
巻
十
「
唐
詩
解
成
、
晏
黃
門
懷
泉
榜
示
書
肆
禁
無
翻
刻
、
感
而
有
贈
」
参
照
。

『
唐
詩
解
』
の
編
著
と
出
版
に
つ
い
て
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（
17
）  

唐
汝
詢
『
酉
陽
舌
瑣
』（
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
）
参
照
。

（
18
）  

「
可
賦
亭
佳
會
」
の
記
述
の
以
外
、
唐
汝
詢
は
「
次
答
章
國
博
惠
伯
題
可
賦
亭
二
首
」、「
次
答
張
大
理
題
可
賦
亭
二
首
」、「
次
答
沈
比
部

相
如
題
可
賦
亭
」、「
次
酬
呉
逸
一
可
賦
亭
歌
」、「
次
酬
王
薌
叔
秋
日
過
可
賦
亭
作
」、「
次
答
徐
儀
部
可
賦
亭
作
」
な
ど
の
作
品
が
あ
る
。

内
容
に
よ
る
と
、
当
時
の
官
員
と
文
人
が
可
賦
亭
で
文
学
創
作
を
行
い
、
詩
歌
を
残
し
た
。
唐
汝
詢
は
そ
れ
ら
の
詩
作
を
唱
和
し
て
、
応

答
詩
を
作
る
こ
と
は
常
に
あ
る
。

（
19
）  

周
贇
『
續
修
青
陽
縣
志
』（
中
国
国
家
図
書
館
所
蔵
）
卷
二
、「
官
職
志
・
知
縣
」
参
照
。

（
20
）  

『
重
修
華
亭
縣
志
』（
中
国
国
家
図
書
館
所
蔵
）
卷
十
一
、「
職
官
・
知
縣
」
参
照
。 
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